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要旨：炎症性腸疾患（inflammatory bowel disease; IBD）の病態には共生細菌が深
く関与している。腸内常在細菌の多くは無害、もしくは宿主にとって有益な共生者で
あるが、一部の細菌は潜在的な病原性を有することが知られている。炎症性腸疾患患
者では、これら『潜在性病原細菌（片利共生細菌などとも呼ぶ）』の過増殖が炎症の
惹起・慢性化を引き起こし、病態に深く関与していると考えられている。しかしなが
ら、『どのような細菌が』、『どういったメカニズムで』消化管内で過増殖し、炎症
に寄与するのかはほとんど明らかになっていない。我々は、炎症性腸疾患の病態に関
わる潜在性病原細菌を同定し、潜在性病原細菌の常在細菌と競合メカニズムや炎症環
境への適応メカニズムの解明、潜在性病原細菌の宿主上皮細胞や免疫細胞に与える影
響などを研究している。潜在性病原細菌がどのようにして腸管内で“栄える”のかを分
子レベルで解明することにより、潜在性病原細菌を標的とした炎症性腸疾患の新規治
療開発につながることが期待される。
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